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簸
灘

さすがにひと味ちがうなあ！

一松代高砂クラブ調理教室一

これはいける。おじいさんもごしょうはん。うまい！

　
多
く
の
仲
間
と
話
し
合
い
、
生
活
を

楽
し
く
、
健
全
な
長
寿
を
全
う
し
よ
う

と
い
う
目
的
で
昭
和
50
年
7
月
に
発
足

し
た
、
大
字
松
代
の
6
0
オ
以
上
の
方
々

の
集
い
で
あ
る
“
高
砂
ク
ラ
ブ
”
も
結

成
以
来
3
年
を
経
過
し
ま
し
た
。
菊
い

は
毎
月
一
回
夏
季
は
渋
海
荘
で
、
冬
期

は
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
話
し
を
聞
い
た

り
、
ゲ
ー
ム
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を

楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
n
月
は
お

ば
あ
さ
ん
方
を
対
象
に
調
理
教
室
を
開

き
ま
し
た
。
献
立
は
、
そ
ぼ
ろ
ご
は
ん
、

に
し
ん
の
焼
き
び
た
し
、
ふ
ろ
ふ
き
大

根
な
ど
。
庖
丁
さ
ば
き
も
あ
ざ
や
か
に
、

和
気
あ
い
あ
い
楽
し
い
調
理
風
景
で
し

た
。
出
来
あ
が
っ
た
手
料
理
は
、
会
の

お
じ
い
さ
ん
方
を
招
待
し
、
一
緒
に
味

わ
い
ま
し
た
。

　
松
代
町
は
、
お
年
寄
り
の
人
口
割
合

が
増
加
し
、
高
齢
化
が
続
い
て
い
ま
す
。

町
内
各
部
落
に
あ
る
“
お
年
寄
り
の
集

い
”
が
、
多
く
の
仲
間
と
話
し
合
い
、

社
会
に
正
し
く
適
応
し
て
ゆ
く
た
め
に
、

よ
り
活
発
な
楽
し
い
集
い
と
な
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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広
域
消
防
組
合
の

財
政
状
況
は
…
…

　
　
一
〇
億
五
、

差
引
額

　
　
　
　
　
二
、

四
八
八
万
五
千
円

■

　
1
9
市
町
村
で
組
織
し
て
い
る
上
越
地

域
消
防
事
務
組
合
の
財
政
状
況
で
す
。

　
今
回
は
昭
和
5
2
年
度
一
般
会
計
決
算

（
見
込
）
と
昭
和
5
3
年
度
一
般
会
計
の

9
月
末
現
在
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
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△
昭
和
5
2
年
度
決
算
見
込
の
状
況

歳
入
合
計

　
　
一
〇
億
七
、

歳
出
合
計

九
四
〇
万
三
千
円

四
五
一
万
八
千
円

・
収
入
の
主
な
も
の
・

各
市
町
村
負
担
金

　
九
億
七
、
五
四
二
万
円
　
90
・

（
松
代
町
　
三
、
七
四
二
万
円
）

財
産
収
入

　
　
　
二
、
四
六
四
万
円
　
2
・

繰
越
金

　
　
　
三
、
○
〇
五
万
円
　
2
・

地
方
債

　
　
　
二
、
七
五
〇
万
円
　
2
・

国
庫
支
出
金

　
　
　
一
、
二
六
七
万
円
　
1
・

・
支
出
の
主
な
も
の
・

人
件
費
（
署
員
の
給
料
な
ど
）

　
六
億
八
、
七
九
〇
万
円
　
65
・

建
設
事
業
費

　
一
億
一
、
　
一
六
六
万
円
　
1
0
・

積
立
金

　
一
億
二
、
五
九
二
万
円
　
1
2
％

物
件
費

　
　
　
七
、
二
〇
九
万
円
　
6
・

4
％

3
％
F

8
％
F

5
一
％

2
％
『

2
％
F

6
％
『

8
％
F

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

△
昭
和
53
年
度
予
算
執
行
状
況

　
（
5
3
・
4
・
－
～
5
3
・
9
・
30
）

　
歳
入
予
算
額
の
合
計
が
一
二
億
三
千

八
万
円
。
こ
れ
に
対
し
九
月
末
現
在
の

収
入
は
六
億
五
、
三
六
八
万
円
で
、
負

担
金
が
六
億
二
、
三
一
〇
万
円
、
繰
越

金
が
二
、
四
五
一
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。　
九
月
末
現
在
の
支
出
額
は
、
四
億
五
、

七
五
一
万
円
。
消
防
署
員
の
給
料
等
の

総
務
管
理
費
が
四
億
四
、
五
〇
一
万
円

と
大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
　
　
、

　
財
産
の
状
況
は
、
土
地
が
柿
崎
町
・

妙
高
高
原
町
・
安
塚
町
に
職
員
待
機
宿

舎
敷
地
と
し
て
合
計
九
七
六
，
η
、
建
物

が
三
、
九
〇
八
。
那
、
車
両
は
、
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
1
9
台
、
化
学
消
防
自
動
車

2
台
、
指
令
車
1
1
台
な
ど
計
45
台
、
有

価
証
券
が
三
二
二
万
円
。
基
金
は
、
職

員
退
職
基
金
、
財
政
調
整
基
金
を
合
わ

せ
て
五
億
三
、
六
八
六
万
円
で
す
。
又

地
方
債
の
合
計
は
一
億
五
、
三
九
七
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
山
海
老
部
落
に
雪
上
車
・

　
　
　
　
　
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
冬
期
孤
立
集
落
機
能
維
持
施
設
整
備
事
業

東
山
・
海
老
地
域
を
対
象
に
事
業
を

進
め
て
い
た
冬
期
孤
立
集
落
機
能
維
持

施
設
整
備
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
住
民
の
積
雪
に
よ
る

孤
立
を
解
消
し
、
集
落
の
機
能
維
持
、

地
域
住
民
の
安
全
と
生
活
環
境
の
維
持

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
進
め
て
い

た
も
の
で
、
県
内
で
3
カ
所
設
置
さ
れ

た
う
ち
の
一
つ
で
す
。

　
事
業
の
内
容
は

　
総
事
業
費
　
二
、
三
五
七
万
九
千
円

で
東
山
部
落
に
圧
雪
機
械
（
雪
上
車
1
0

人
乗
）
と
管
理
棟
、
海
老
部
落
に
除
雪

機
械
（
ブ
ル
ド
ー
ザ
D
3
0
）
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
　

・
管
理
棟
は
一
階
に
車
庫
・
便
所
、
二

階
に
集
会
室
（
犯
畳
）
乗
務
員
待
機
室

．
調
理
室
な
ど
が
あ
り
合
計
で
二
二
五

・
八
四
，
η
で
す
。

　
事
業
費
は
雪
上
車
が
六
六
五
万
円
、

ブ
ル
ド
ー
ザ
が
六
一
五
万
円
、
管
理
棟

は
一
、
〇
七
七
万
九
千
円
で
松
代
・
中

村
工
務
店
の
施
工
に
よ
る
も
の
で
す
。

冬
将
軍
を
迎
え
る
季
節
と
な
り
、
事
業

効
果
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

↓
東
山
部
落
に
建
築
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
管
理
棟
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葉たばこの収納成績
　今年の葉たばこの成績が発表になりました。これ‘こよりますと、好成績だ

った昨年にひきつづき今年も100万円以上の収入をあげた人が12名。10

a当りの最高所得者は45万円。（田沢　菅井与一郎さん）反当り平均収納
代金は31万円と好成績でした。部落別の集計は別表のとおりです。

昭和53年度葉たばこ成績表

上
位
等
級
米
出
荷
峯

　
・
農
家
数
　
　
一

　
．
水
稲
作
付
面
積

奨
励
品
種
出
荷
率
｛

銘
柄
品
種
商
品
化
峯

奨
励
品
種
作
付
率
｛

　
今
年
産
米
の
売
渡

課
に
て
ま
と
ま
っ
た

ま
す
。
明
治
以
来
と

は
不
作
”
の
ジ
ン
ク

に
続
き
、
今
年
も
豊

　
銘
柄
米
の
売
渡
数

は
別
表
の
と
お
り
で

米
出
荷
率
等
は
次
の

銘
柄
品
種
作
付
率
｛

』
邸
年
産
米
売
渡

鱈

部落名 辮
焔
薔籍
　a
収　叢 収納代金

　円
10a当り 1Kg当り

金　額収量 金　　　額
鞭：1：厭；1：：潔

松代中町 8 98．9 2，281．0 2，941，600 251 29ス452 1，289
太　　平 8 167．9 3，991．5 5・2さ．昏140 258 511，801 1，512
田　7沢 2 ．　44．0 1，197．0 t72 蕎1885 272 591，792 1，440

昭和53年産米売渡状況　　　　　　　　551z1現在単位袋、50Kg入

池　　尻 1 10．5 217．5 264，755 211 25ZO44 1，217 限度数量 売渡数量

驚

売渡の内訳
等　級　別　売　渡　数　量

備
考

会　　沢 2 41．7 1，141．0 亀65Zろ05 274 59Z455 1，455 1等 鰍 2等 5等 規格外清　　水 9 163．0 5，975．5 5，278，乙05 244 525，822 1，ろ28

ウ
ノ
レ
チ
米

ga570

限度内

92165

規格外

130

その他
ウル牙

45696 2τ620 2τ620 1◎940 LOO6 130
桐　　山 1 10．5 247．5 乙00，545 256 286，253 1，214
蓬　　平 5 45．4 1，065．0 工561，880 255 299、9．75 1，279

自
主
流
通
米

越路早生 5028 4236 4236 792

東　　山 1 215．4 6，151．0 8，468，850 286 595，168 1，377 コシヒカリ 1◎728 1◎022 1◎022 706

海　　老 1 51．7 651．5 789985 206 249207 1，215 越みのり 686 655 655
犬　　伏 8 219．2 5，68ろ．0 Z876，720 259 559559 1，586

31

孟　　地
、
1
0 245．8 5，720．5 8，2ろ6，810 2ろ5 ろ55，102 1，440

ホウネンワセ

置
9535 宅602 て602 L933

片桐山 5 90．4 2，085．5 2，564，645 250 285，610 1，2ろ1 　米五百万石） 14622 90 14622
滝　　沢 2 80．0 1，769．0 2，112，145 221 264，018 1，194 小計 （93715）

92570

94501

9乳295
9乳295 5◎225 7α757 2α402 LOO6 130

中　　子 4 69．2 1，ろ42．5 1．82ス015 194 264，020 1，561
苧　　島 6 80．7 1，702．0 2．168」00 211 268，661 1，274

モ
チ
米

4，710

限度内
生710
規格外
45
超過米
370

自
主
流
通
米

こがねもち 生610 a730 3730 814 21 45

』
超
過
米
3
7
0

田野倉 1 10．2 245．5 295，990 241 290，186 1，206 陸もち 1 1
莇　平 5 159．4 2，511．0 2，47〔ち250 166 17Z206 1，069 その他もち 144 57 57 87
蒲　　生一 2 21．3 290．0 651，755 156 296，589 2，178
竹　　所 1 17．2 72．5 58，605 42 54，075 808

小計
（4679）

4710

（4696）

5125
4755 a787 a787 902 21 45

木和田原 1 20．8 519．0 565，655 15ろ 175，796 1，146 合計
（9＆394）

9τ280

（99197）

g乳420
9て050 6α012 74544 2L304 LO27 175

福　　島 1 22．2 48ろ．0 611，140 218 275，288 1，265 注　1．酒米2等、5等は上位等級に含む

　　　　　　●2。上段の数字は、昭和52年産米数量
計（平均） 78 1，845．2 42，940 5Z241，040 255 510，216 1，ろ5ろ

丁
売
渡
状
況
』

数
量
が
役
場
産
業

の
で
お
知
ら
せ
し

い
わ
れ
る
“
巳
年

ス
を
破
っ
た
昨
年

作
の
年
で
し
た
。

量
・
等
級
別
数
量

す
。
又
上
位
等
級

と
お
り
で
す
。

▼
5
2
年
　
4
1
・
8
％

53

年
　
5
0
・
3
％

52

年
　
7
0
・
2
％

53
年
　
7
8
・
3
％

52

年
　
7
4
・
3
％

53

年
　
7
3
・
2
％

52

年
　
6
4
・
5
％

53

年
　
7
1
・
0
％

52

年
　
路
・
5
％

53

年
　
7
6
・
8
％

、
四
〇
九
戸

　
八
五
一
㎏

昭和53年産米売渡状況

注　1．酒米2等、5等は上位等級に含む

　　　　　　　　　　　　　　2．上段の数字は、昭和52年産米数量

55．12．1現在　単位袋；50Kg入
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☆
昭
和
五
十
三
年
度
松
代
家
畜

　
市
場
成
績
ま
と
ま
る

　
市
場
成
績
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す

が
、
当
初
心
配
さ
れ
た
子
牛
価
格
は
、

昨
年
度
よ
り
平
均
価
格
で
メ
ス
が
二
、
一

一
一
円
、
オ
ス
が
二
五
σ
八
八
円
高
値

と
な
り
ま
し
た
。
一
般
に
子
牛
の
体
重

が
重
く
な
っ
た
故
も
あ
り
ま
す
が
、
一

k
単
価
も
約
八
○
円
高
値
を
示
し
て
い

ま
す
。
全
国
的
に
は
肉
牛
の
飼
養
頭
数

が
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
牛
肉
の

需
要
も
又
の
び
て
来
て
い
ま
す
の
で
子

牛
価
格
は
、
安
定
し
て
来
た
と
言
え
ま

し
ょ
う
。
又
子
牛
生
産
頭
数
は
、
松
代

松
之
山
町
で
、
く
び
き
子
牛
共
進
会
等

に
約
三
〇
頭
当
市
場
外
で
売
却
さ
れ
て

い
ま
す
。

市
場
セ
リ
　
ー
1
月
14
日
　
↑

　
十
一
月
十
四
日
の
松
代
家
畜
市
場
最

終
開
催
日
に
、
畜
主
及
び
家
畜
商
等
多

数
集
合
し
た
席
で
、
左
記
の
方
々
が
そ

れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
盛
大
な
拍
手
を
浴
び

ま
し
た
。

・
十
年
連
産
特
別
表
彰
者

　
蒲
生
　
　
小
堺
恵
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
の
り
こ
号
）

　
儀
明
　
　
小
堺
芳
宏

　
　
　
　
　
　
　
　
（
と
く
い
ち
号
）

・
五
年
連
産
表
彰
者

莇
平

　
〃

　
〃蓬
平

　
〃片
桐
山

高
橋
勝
美

高
橋
精
一
郎

高
橋
紀
元

若
井
利
作

若
井
松
栄

柳
与
四
郎

（
二
頭
）

昭和53年度松代家畜市場成績表

地　　区　　　別 松代地区 山平地区 奴斜旺地区 松之山地区 蒲田地区 計

取　引　頭　数 45 30 23 22 44 164

売　上　金　額 1α85a400 ◎742200 5944，100 5336100 1α82L700 3969τ500

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訳

メ
　
　
　
　
ス

頭　　　数 22 16 6 10 21 75

最高価格 29α300 243300 25L200 335100 31qoOO 335100

最低価格 8◎200 16q400 20qoOO 8G200 15qlOO 8危200

平均単価 22て336 216786 22◎783 22τ180 23＆524 22＆153

生体Kg単価 1，164 L205 1，145 LI72 1，209 L185

オ
　
　
　
　
ス

頭　　　数 23 14 17 12 23 89

最高価格 355100 269300 312000 345100 36qoOO 36qoOO

最低価格 20乳000 192300 20α100 175100 19α100 175100

平均単価 254435 233829 269612 255358 252726 253775

生体Kg単価 LI93 1，081 L187 LI21 LI70 LI58

・他に成牛取引　15頭

・他町村より子牛　2頭の売買あり．

備考

小堺芳宏さんノ』、堺恵一さん



山平地区運転手山岸利義TEL（の一8279

蒲生雪上車（運行日）月・火・木・金・土曜日

　　　　　　　　　　（水曜日は定休日）
　　　（運行径路）蒲生～寺田～諏訪とうげ

〔蒲生～石畑線〕運行日　火・金曜日

蒲生発 寺　　田 石畑着

6，45分

13，10分
○
○

7，20分

13，45分

石畑発 寺　　田 蒲生着

7，20分

13，50分
○
○

7，55分

14，25分

〔蒲生～諏訪とうげ線〕運行日　月・木・土曜日

蒲生発 寺　　田 諏訪とうげ着

6，45分

13，10分
○
○

7，20分

14，45分

諏訪とうげ発 寺　　田 蒲生着

7，20分

13，50分
○
○

7，55分

14，25分

　
尚
、
清
水
雪
上
車
は
降
雪
、
除
雪
の

状
況
に
よ
り
松
代
ま
で
運
行
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

。
乗
車
定
員
は
、
運
転
員
と
も
1
0
名
乗

り
で
す
。

・
病
人
・
歩
行
困
難
の
方
は
優
先
し
て

乗
車
で
き
ま
す
。

・
祝
祭
日
は
運
行
し
ま
せ
ん
。

（
急
救
の
場
合
、
降
雪
に
よ
り
圧
雪
を

　
必
要
と
す
る
場
合
は
出
動
し
ま
す
ψ

・
燃
料
費
と
し
て
1
回
の
乗
車
に
つ
き

　
3
㎞
未
満
二
〇
〇
円
、
3
㎞
以
上
は

　
三
〇
〇
円
を
丁
戴
い
た
し
ま
す
。

留

意

事
　
項

（
全
線
共
通
で
す
。
）

伊沢地区運転手佐藤文夫TEL（7）一7551

滝沢雪上車（運行日）月・水・金・土曜日

　　　　　　　　　（火・木曜日は定休日）
　　　　（運行径路）滝沢～片桐山～孟地～苧島間

滝　　沢 片桐山 孟　　地 苧　　島

7，00分

13，30分

7，15分

　○

7，45分

14，10分

8，00分

　×

苧　　島 孟　　地 片桐山 滝　　沢

8，10分

　×
　×
14，10分

8，40分

14，40分

8，55分

14，55分

山平地区運転手小山弘TEL（7〉一8266

小貫雪上車（運行日）月・火・木・金・土曜日

　　　　　　　　　　（水曜日は定休日）
　　　　（運行径路）小貫～あざみ平～田野倉伴年

鐡翻溺礁 灘

鱗

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　・辮

霧垂顛藝撰蓮萎灘難鰯購

南部地区　運転手山岸正男丁肌（7）一9762

東山雪上車（運行日）月・火・木・金・土曜日

　　　　　　　　　　（水曜日は定休日）
　　　　（運行径路）東山～海老～下山

J　　J【し　繭己嗣

　　　　　　　　　　　（水曜日は定休日）
　　　　（運行径路）小貫～あざみ平～田野倉伴年

東山発 海　老 下山着 土曜日の運行表

7，00分

13，50分
○
○

8，00分

14，50分小貫発 あざみ平 田野倉伴年着 東山発 松代着

7，00分

12．00分
○
○

7，50分

12，50分

1，00分 2，30分

下山発 海　老 東山着
松代発 東山着

8，10分

15，00分
○
○

9，10分

16，00分田野倉発 北山小廻 あざみ平 小貫着
3，00分 4，40分

○
○

9，00分

13，50分
8，00分

13，00分
○
× 　　　　　運転手　宮沢昌次TEL（7）一2554

下山雪上車（運行日）月・火・木・金・土曜日

峰方地区　運転手片桐良夫TEL（7）一2347

清水雪上車（運行日）月・火・木・金・土曜日

　　　　　　　　　　（水曜日は定休日）

発
紛
紛

水
0
3

清
7
13

着
紛
紛

山
2
5

桐
7
1
3

土曜日の運行表

東山発
1，00分

松代着
2，30分

　　　　　運転手　宮沢昌次TEL（7）一2554
下山雪上車（運行日）月・火・木・金・土曜日
　　　　　　　　　　（水曜日は定休日）
　　　　（運行径路）下山～池之畑～小屋丸～松代

伺良夫TE．L（7）一2347

・火・木・金・土曜日

　　（水曜日は定休日）

下山発 池之畑 小屋丸 役場着

8，00分

12，30分
○
○

○
×

9，10分

13，30分

桐山発 清水着 役場発 小屋丸 池之畑 下山着

7，25分

13，55分

7，45分

14，15分

9，30分

14，00分
×
○

○
○

10，30分
15，00分
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「
保
安
要
員
」
と
言
う
言
葉
は
、
関

係
部
落
の
方
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
一

般
町
民
に
も
耳
な
れ
た
言
葉
と
な
っ
て

来
ま
し
た
。
が
、
さ
て
そ
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
一
部
の
方
を
除
け
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
制
度
と
、
保
安
要
員

が
行
な
う
業
務
内
容
の
あ
ら
ま
し
を
、

皆
さ
ん
に
知
っ
て
頂
き
、
こ
の
事
業
が

円
滑
に
、
し
か
も
有
意
義
に
、
設
置
部

落
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
頂
け
る
よ
う
な
、

事
業
効
果
を
上
げ
た
い
と
願
っ
て
、
今

回
と
次
回
の
二
回
に
わ
た
っ
て
そ
の
あ

ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
冬
期
間
恒
常
的
な
豪

雪
の
た
め
、
通
勤
通
学
の
他
、
日
常
生

活
を
営
む
た
め
の
生
活
道
路
が
閉
ざ
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
孤
立
す
る
集
落
を

対
象
に
、
住
民
の
安
全
と
生
活
環
境
の

維
持
向
上
を
目
的
と
し
て
発
足
し
た
、

県
の
補
助
事
業
で
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
事
業
が
制
度
化
さ
れ

る
、
三
年
程
前
か
ら
、
町
単
独
で
、
雪

上
車
や
ク
ロ
ー
ラ
ー
の
配
置
集
落
を
対

象
と
し
て
実
際
の
保
安
要
員
設
置
事
業

を
実
施
し
て
、
県
に
補
助
事
業
と
し
て

の
制
度
化
を
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

　
県
も
よ
う
や
く
昭
和
五
十
年
六
月
に
、

新
潟
県
冬
期
集
落
保
安
要
員
設
置
対
策

事
業
実
施
要
員
を
制
定
し
、
こ
の
年
か

ら
県
の
補
助
事
業
と
し
て
補
助
金
の
交

付
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
補
助
率
も
、
初
年
度
は
事
業

費
の
三
分
の
一
で
し
た
が
、
現
在
は
二

分
の
一
に
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。　
松
代
町
で
は
、
今
年
も
町
内
十
三
地

区
で
、
十
六
名
の
県
単
保
安
要
員
を
委

嘱
し
て
、
雪
路
の
開
設
や
、
急
救
時
に

活
躍
し
て
頂
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
の
実
施
期
間
は
、
五
三
年
十
二

月
一
日
か
ら
、
五
四
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
四
ヵ
月
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
保
安
要
員
の
報
酬
額
も
、
初
年
度
六

万
円
だ
っ
た
も
の
が
、
年
々
引
き
上
げ

ら
れ
て
、
今
年
は
月
額
九
万
円
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
出
稼
ぎ
を
止
め
て
、
部

落
に
残
り
保
安
要
員
を
や
っ
て
も
良
い

と
言
う
希
望
者
が
出
る
ま
で
に
な
．
り
ま

し
た
。

　
雪
を
克
服
す
る
こ
と
は
、
な
か
な
か

大
変
な
こ
と
で
す
。

　
夏
に
比
べ
冬
期
間
は
交
通
が
非
常
に

不
便
と
な
り
ま
す
の
で
、
住
民
各
位
が

病
気
を
し
な
い
よ
う
充
分
に
注
意
し
て

頂
き
度
い
と
思
い
ま
す
。

　
又
、
雪
の
被
害
に
合
わ
な
い
よ
う
お

互
い
が
助
け
合
っ
て
生
活
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

　
こ
と
し
も
昨
年
と
ほ
ぼ
同
様
な
経
路

で
、
雪
上
車
を
運
行
致
し
ま
す
が
、
一

部
の
地
区
で
は
、
冬
期
バ
ス
に
連
絡
す

べ
く
運
行
ダ
イ
ヤ
を
変
更
し
ま
し
た
の

で
皆
さ
ん
か
ら
ご
利
用
頂
き
度
い
と
思

い
ま
す
。

　
尚
、
乗
車
さ
れ
る
と
き
は
定
員
十
名

を
厳
守
し
て
頂
き
、
多
い
場
合
は
、
お

年
寄
り
や
病
人
を
優
先
さ
せ
る
等
の
協

力
を
願
っ
て
、
絶
体
に
事
故
の
な
い
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
次
回
は
、
保
安
要
員
の
行
な
う
業
務

を
中
心
に
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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～
良
い
事
は
み
ん
な
で
　
協
力
実
行
い
た
し
ま
し
ょ
う
～

○
年
頭
の
廻
礼
は
元
日
か
ぎ
り
と
し
、
年
始
よ
び
は
自
粛
し
ま
し
ょ
う
。
　
（
で

　
き
た
ら
年
頭
の
廻
礼
は
や
め
合
同
年
始
会
を
開
き
ま
し
ょ
う
。
）

o
年
始
な
ど
形
式
的
な
贈
答
は
、
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
元
日
か
ら
祝
日
に
は
必
ず
国
旗
を
た
て
ま
し
ょ
う
。

○
か
け
ご
と
は
や
め
、
健
全
な
遊
び
で
、
お
正
月
を
楽
し
く
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

○
火
の
元
や
盗
難
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
節
約
し
て
貯
蓄
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

○
出
稼
ぎ
の
人
に
正
月
の
よ
う
す
な
ど
、
便
り
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

醸

女メ「寿

翻紅

贋1
グー

’桑」一．こ二騨

誘“冬の道路“
藷急ブレーキ

塗　急ハンドルは命とり

降
ぎ　　　　　　　　　　　　　ワ
ヨ
、
○飲酒運転はやめよっ。

（6）

冬
の
道
路
は
、

め
、
日
な
た
と
日
か
げ
、

ど
に
よ
っ
て
、
状
態
は
刻
々
と
変
わ
り
、

思
わ
ぬ
と
こ
ろ
に
“
落
と
し
穴
”
が
で

き
ま
す
。

　
警
察
庁
科
学
警
察
研
究
所
の
調
査
に

よ
る
と
、
走
行
時
速
四
〇
キ
ロ
で
急
ブ

レ
ー
キ
を
踏
ん
だ
場
合
、
乾
い
た
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
道
路
な
ら
十
七
．
三
メ
ー
ト

ル
で
停
止
し
ま
す
が
、
ア
イ
ス
バ
ー
ン

状
態
に
固
ま
っ
た
雪
上
で
は
五
十
一
．

四
メ
ー
ト
ル
、
氷
上
で
は
な
ん
と
九
十

八
・
九
メ
ー
ト
ル
も
左
右
に
首
を
振
り

な
が
ら
突
っ
走
り
、
や
っ
と
止
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
制
動
距
離
か
ら
考
え
る
と
、
氷

雪
上
を
時
速
40
キ
ロ
で
走
る
と
い
う
こ

と
は
、
普
通
の
道
路
を
時
速
一
〇
〇
キ

ロ
以
上
の
高
速
で
走
る
こ
と
と
同
じ
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
ア
ッ
と
思
っ
た
時
は
も
う
遅
い
の
で

す
。・
車
間
距
離
を
十
分
に
。
〕

・
急
ブ
レ
ー
キ
は
絶
対
に
か
け
な
い
こ

　
と
。
・
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
場
合
は
、
小
き
ざ

　
み
に
。

・
車
両
点
検
は
毎
日
し
ま
し
ょ
う
。

・
ト
ラ
ッ
ク
や
ラ
イ
ト
バ
ン
で
荷
物
を

　
積
む
場
合
、
重
さ
の
配
分
、
と
く
に

　
左
右
の
バ
ラ
ン
ス
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

O
｝
つ　
　
0

よ
　
，
つ

し
よ
ま
け
し
つ
意
に
注
め
に
早
故
は
事
ト
ブ
イ
ツ
ラ
リ
の
ス
車

○
　
○

凍
結
を
は
じ

走
る
時
間
な



健康管理手帳の交付

離職後でも受けられます

　
こ
の
た
び
、
労
働

衛
生
安
全
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
離
職

後
で
あ
っ
て
も
一
定

の
要
件
に
該
当
す
れ

は
健
康
管
理
手
帳
」

の
交
付
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
改
め
ら
れ

ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▲
制
度
と
改
正
の

　
　
　
あ
ら
ま
し

　
法
で
は
離
職
後
の

労
働
者
に
つ
い
て
、

職
場
の
業
務
に
起
因

し
て
発
生
す
る
じ
ん

肺
や
ガ
ン
な
ど
の
重

篤
な
健
康
障
害
を
早

期
に
発
見
す
る
た
め

に
「
手
帳
」
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
特

定
の
有
害
業
務
に
従

事
し
た
経
験
の
あ
る

者
な
ど
、
一
定
の
要

件
（
左
記
）
に
該
当

す
る
労
働
者
が
離
職

し
た
場
合
「
手
帳
」

を
交
付
し
、
離
職
後

に
お
い
て
も
、
費
用

を
国
が
負
担
し
て
定

期
的
に
健
康
診
断
を

実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
改
正
前
は
「
手
帳
」
の
交
付
を
受
け

る
に
は
、
離
職
の
際
に
一
定
の
要
件
を

満
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
し
た
が
、

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
離
職
後
で
あ
っ

て
も
要
件
に
該
当
す
れ
は
申
請
に
よ
り

「
手
帳
」
の
交
付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
改
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
「
手
帳
」
の
交
付
要
件
の
概
要
は
左

記
の
と
お
り
で
す
が
、
詳
し
い
内
容
や

申
請
手
続
き
に
つ
い
て
は
最
寄
り
の
労

働
基
準
監
督
署
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
記

「
手
帳
」
の
交
付
要
件
（
抜
す
い
）

一
、
じ
ん
肺
法
に
規
定
す
る
健
康
管
理

　
区
分
が
三
と
決
定
さ
れ
た
者

二
、
　
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
を
重
合
す
る
業
務

　
に
四
年
以
上
従
事
し
た
経
験
の
あ
る

　
者
三
、
　
ク
ロ
ム
酸
、
重
ク
ロ
ム
酸
の
製
造

　
の
業
務
に
四
年
以
上
従
事
し
た
経
験

　
の
あ
る
者

四
、
　
ベ
ン
ジ
ン
の
製
造
又
は
取
り
扱
い

　
の
業
務
に
三
月
以
上
従
事
し
た
経
験

　
の
あ
る
者

　
右
の
ほ
か
、
べ
ー
タ
ー
ナ
フ
チ
ル
ア

・
・
、
ン
、
三
酸
化
砒
素
、
製
鉄
用
コ
ー
ク

ス
、
製
鉄
用
発
生
炉
ガ
ス
、
ビ
ス
（
ク

ロ
ロ
メ
チ
ル
）
エ
ー
テ
ル
、
ベ
リ
リ
ウ

ム
、
ベ
ン
ゾ
ト
リ
リ
ク
ロ
リ
ド
等
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
従
事
経
験
年
数
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
｝
年
間
に
納
め
た
国
民
年
金
の
保

険
料
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
年
末
調
整
や
自

営
業
者
な
ど
が
確
定
申
告
を
す
る
と
、
そ
の

額
が
ま
る
ま
る
所
得
額
か
ら
控
除
さ
れ
、
所

得
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
十
二
月
は
任
末
調
整

の
月
で
す
か
ら
、
該
当

者
は
、
こ
の
手
続
き
を

忘
れ
ず
に
し
て
下
さ
い
。

（
控
除
さ
れ
る
額
）

　
昭
和
五
十
三
年
一
一

月
か
ら
十
二
月
ま
で
に

納
め
た
つ
ぎ
の
保
険
料

額
が
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

　
①
定
額
保
険
料
　
五

十
三
年
一
月
か
ら
三
月

ま
で
は
一
ケ
月
に
つ
き

二
、
二
〇
〇
円
。
五
三

二
月
ま
で
一
ケ
月
に
つ
き
四
〇
〇
円
。

（
付
加
保
険
料
を
一
年
間
ま
る
ま
る
納
め

た
場
合
は
四
、
八
○
○
円
）

※
定
額
保
険
料
と
付
加
保
険
料
を
あ
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
て
、
一

年
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
が
一
ケ
月
に
つ
き

二
、
七
三
〇
円
。
　
（
定
額
保
険
料
を
一
狂
間

ま
る
ま
る
納
め
た
場
合
は
三
一
、
一
七
〇
円
）

　
②
付
加
保
険
料
　
五
十
三
年
一
月
か
ら
十

国民年金の保険料は

所得税の控除対象になります

伍
間
ま
る

ま
る
納
め

た
人
の
場
、

合
は
三
五
、

九
七
〇
円

　
⑤
五
十

三
年
一
月

か
ら
十
二

月
の
間
に

納
め
た
未

納
保
険
料

や
追
納
保

険
料
、
特

例
保
険
料

の
総
額
、
な
お
保
険
料
を
前
納
し
て
い
る

場
合
は
細
か
い
計
算
を
必
要
と
し
ま
す
の

で
、
国
民
年
金
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

戸
籍
の
窓
口
か
ら

十
一
月
受
付
分
（
受
付
順
）

淳
つ
二
ん
蔑

お
め
で
と
盛
衡

米
持
敏
雄
・
山
賀
と
よ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
室
野
　
　
中
三
王

市
川
正
義
・
市
川
恭
子

　
　
　
　
　
　
　
　
田
沢
　
　
わ
せ
だ

斎
藤
嘉
和
・
相
沢
知
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　
田
野
倉
源
左
工
門

小
堺
正
夫
・
石
野
美
恵
芋

　
　
　
　
　
　
　
　
儀
明
　
　
下
干
場

鈴
木
貞
義
・
相
沢
百
合
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
嶋

柳

　
　
　
　
　
　
松
代

勝
利
・
田
村
和
子

　
　
　
　
　
　
菅
刈

襲砦松
山
総
子
父
金
一

母
恒
子

二
女

佐
藤
　
喜
作

松
山
　
定
吉

若
井
　
好
子

嶋
田
豊
次
郎

佐
藤
　
ヨ
イ

中
沢
　
重
雄

関
谷
　
兼
松

七
六
オ

八
四
オ

ニ
四
オ

六
三
オ

七
五
オ

五
一
オ

八
五
オ

干
　
場

松
代
宮
沢
入
住
宅

滝
沢
喜
左
工
門

犬
伏
あ
め
や

蓬
平
松
角
屋

千
年
　
元
七

室
野
　
松
院

諏
訪
峠
森
下

松
代
卯
之
助

人ロのうこき

12月1日現在

（一5）、

（一19）

（一16）
（一35）

1，936
3，747
3，804
7．551

世帯数

人口男

　女
　計

7
　
6

　
4

53

亡
出
計

死
転
減

　1

17
18

生
入
計

出
転
増

（7）



保
健
衛
生
シ
n
／
　
　
i

ズ
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
β

ら
、
ま
た
マ
ス
ク
を
か
け
る
な
ど
し

ま
し
ょ
う
。

．

力
繋

　
か
ぜ
は
、
鼻
か
ぜ
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
至
る
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て

ウ
ィ
ル
ス
と
い
う
細
菌
に
よ
っ
て
お
こ

る
伝
染
病
で
す
。
寒
さ
が
か
ぜ
の
原
因

で
は
な
く
、
の
ど
や
全
身
の
抵
抗
力
が

落
ち
た
時
に
か
ぜ
を
ひ
き
や
す
い
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
つ
ま
り

カΣぜ’カ・な？

》）

，糧

寒
さ
が
原
因

で
は
な
く
ひ

と
つ
の
誘
因

で
し
か
な
い

と
い
う
こ
と

で
す
。

　
そ
の
誘
因

と
な
る
の
は

次
の
よ
う
に

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

o
体
温
調
節
の
障
害
と
し
て
は
、

　
　
冷
え
込
む
、
気
候
の
変
り
め
、
気

　
温
の
変
化
、
湯
上
り
の
う
す
着
、
ぬ

　
る
い
風
呂
に
入
る
、
夜
ふ
か
し
、
雨

　
に
ぬ
れ
る
、
夜
の
外
出
、
か
ら
だ
を

　
冷
す
、
飲
酒
と
夜
ふ
か
し
。

〇
一
般
抵
抗
力
の
減
弱
と
し
て
は
、

　
　
疲
労
、
気
の
ゆ
る
み
、
睡
眠
不
足

　
以
上
の
誘
因
を
で
き
る
だ
け
さ
け
る

と
と
も
に
冷
水
の
う
が
い
で
の
ど
の
粘

膜
を
強
く
す
る
な
ど
、
日
頃
か
ら
体
を

丈
夫
に
し
抵
抗
力
を
つ
け
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

『
予
防
す
る
た
め
に
』

①
　
抵
抗
力
を
充
分
高
め
て
ウ
ィ
ル
ス

　
の
攻
撃
に
打
ち
勝
つ
た
め
に
エ
ネ
ル

　
ギ
ー
の
蓄
積
が
必
要
で
す
。
か
ぜ
は

　
寒
い
季
節
に
多
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発

　
散
が
多
く
な
り
ま
す
。
夏
よ
り
カ
ロ

　
リ
ー
を
余
分
に
と
っ
て
下
さ
い
。
し

　
か
も
糖
質
よ
り
蛋
白
質
（
豆
製
品
・

　
肉
．
卵
．
魚
・
乳
製
品
）
ま
た
は
ビ

　
タ
、
、
、
ン
C
は
寒
さ
の
ス
ト
レ
ス
に
対

　
し
て
有
効
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

②
　
長
期
は
も
ち
ろ
ん
一
時
的
な
過
労

　
も
さ
け
る
。
睡
眠
は
体
力
の
回
復
に

　
一
番
有
効
で
す
。
一
日
の
睡
眠
時
間

　
は
七
～
八
時
間
は
と
り
ま
し
ょ
う
。

③
汗
の
し
ま
つ
が
大
切
で
す
。

　
　
一
日
の
う
ち
で
も
手
ま
め
に
抜
ぎ

　
着
し
て
着
る
も
の
を
加
減
し
ま
し
ょ

　
う
。
暖
房
の
き
い
た
部
屋
か
ら
外
へ

　
出
る
時
は
玄
関
で
寒
さ
に
慣
れ
て
か

☆
秘
密
厳
守

無
料
で
す
。

生
活
苦
・
家
庭
不
和
・
児
童
問
題
・
母
子
問
題
・
老
人
問
題
・
そ
の

他
心
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
相
談
下
さ
い
。

相
談
を
受
け
る
方
は
民
生
委
員
で
す
。

心
と
　
　
　
き

と
こ
ろ

ご
と
相
炎曇口

毎
週
金
曜
日

午
前
九
時
か
ら
十
一
時
半
ま
で

渋
　
海
　
荘

松
代
町
松
代
　
老
人
憩
の
家

④
外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
う
が
い
を
し

　
ま
し
よ
う
。
ウ
ィ
ル
ス
を
洗
い
去
る
、

　
粘
膜
の
た
ん
れ
ん
に
役
立
ち
ま
す
。

⑤
マ
ス
ク
を
上
手
に
使
う
。

　
　
二
十
五
枚
く
ら
い
ガ
ー
ゼ
を
重
ね

　
ま
す
。
炎
症
を
お
こ
し
て
い
る
粘
膜

　
を
外
の
刺
激
か
ら
保
護
し
ま
す
。
か

　
ぜ
の
流
行
時
に
人
ご
み
の
中
へ
外
出

　
す
る
時
、
極
端
に
寒
い
時
の
外
出
に

　
は
粘
膜
を
保
護
し
ま
す
。

⑥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
し
て
は
予

　
防
接
種
を
受
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「
か
ぜ
治
療
の

コ
ツ
」

◎
　
か
ぜ
と
思
っ
た
ら
悪
あ
が
き
せ
ず

　
観
念
し
て
寝
る
こ
と
で
す
。

　
O
　
　
ど
ん
な
か
ぜ
で
も
薬
を
飲
ん
で

　
も
飲
ま
な
く
て
も
一
週
間
は
か
か

　
り
ま
す
。
か
ぜ
に
薬
が
い
ら
な
い

　
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

薬
を
飲
ん
で
苦
し
み
を
少
し
で
も

軽
く
し
て
過
し
た
方
が
よ
い
で
し

　
ょ
う
。

　
　
無
理
を
し
な
い
こ
と
。
無
理
を

す
る
と
再
燃
し
ま
す
。

　
寝
れ
る
だ
け
寝
て
い
る
こ
と
。

　
氷
の
う
・
水
枕
・
湯
タ
ン
ポ
は

気
持
の
よ
い
よ
う
に
し
ま
す
。

る
こ
と
。
食
欲
が
な
け
れ
ば
果
汁

　
．
牛
乳
等
水
分
を
と
る
。

OOO
・
　
寒
い
思
い
は
し
な
い
。

。
　
頭
寒
足
熱
は
看
護
の
原
則
で
す
。

。
　
食
欲
が
あ
れ
は
何
ん
で
も
食
べ

　
乳
幼
児
．
老
人
は
抵
抗
力
が
弱
い
の

で
重
症
に
な
っ
た
り
他
の
病
気
に
な
っ

た
り
し
ま
す
。
ま
わ
り
の
方
が
み
ん
な

で
気
を
つ
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
年
寄
り
は
か
ぜ
を
ひ
い
て
も
余
り
熱

が
出
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
注
意
し

て
み
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
ノ
．
乱

碗蕩



　
　
　
　
訳

支
灘
・

一
芸
．
、

し
ぶ
み
句
会

　
　
　
　
一
〇
月
二
六
日

蟄鰹纈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
六
花
居

紅
葉
濃
し
日
向
日
陰
の
へ
だ
て
な
く

山
か
げ
の
秋
水
　
風
の
奥
に
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
　
水

霧
深
し
柿
の
実
さ
だ
か
色
見
せ
て

絢
燗
の
紅
葉
の
空
に
　
と
び
舞
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

朝
戸
出
の
鶏
足
山
の
紅
葉
映
ゆ

秋
の
畦
西
日
と
共
に
塗
ら
れ
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

か
ら
稲
架
に
霧
の
光
り
し
　
く
も
の
糸

マ
ラ
ソ
ン
の
一
団
通
り
菊
ゆ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

大
櫻
黄
葉
し
初
め
し
鶏
足
山

秋
桜
咲
く
十
月
の
御
命
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

大
焚
火
洞
泉
禅
寺
寺
僧
若
し

ひ
つ
じ
田
の
青
み
て
深
き
沢
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

一
時
の
暇
を
惜
し
み
て
紅
葉
見
に

塗
り
た
て
の
畦
に
ひ
ら
ひ
ら
柿
落
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
き

朧
麗
麗
朧
麗
朧
朧
朧
朧
麗
鰯
朧
鰯
翻
朧
朧

灘
嚢
懸
鑑
嚢

麗
朧
朧
麗
騰
襲
朧
朧
朧
朧
鰯
朧
朧
朧
麗
朧

－
東
京
逓
信
病
院
看
護
学
院
－

　
東
京
逓
信
病
院
高
等
看
護
学
院
で
は

昭
和
五
十
四
年
度
看
護
学
生
を
募
集
し

ま
す
。

　
お
も
な
募
集
要
領
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

・
募
集
人
員
　
約
四
十
人

・
資
　
格
　
高
校
卒
業
の
女
子
（
昭
和

　
　
　
　
五
十
四
年
三
月
卒
業
見
込
み

　
　
　
　
の
方
を
含
む
。
た
だ
し
、
昭

　
　
　
　
和
三
十
二
年
四
月
一
日
以
降

　
　
　
　
出
生
の
未
婚
の
女
性
）

．
願
書
受
付
　
　
一
月
五
日
か
ら
一
月
二

　
　
　
　
　
十
六
日
ま
で

．
試
験
日
　
二
月
六
日
（
学
科
）
、
二

　
　
　
　
月
七
日
（
面
接
及
身
体
検
－
査
）

　
募
集
要
項
は
、
百
円
切
手
を
貼
っ
た

返
信
用
封
筒
を
同
封
の
う
え
、
郵
便
番

号
三
八
○
、
長
野
市
栗
田
信
越
郵
政
局

人
事
部
保
健
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

稲
負
女
言
葉
返
し
て
ふ
り
む
か
ず

作
業
衣
を
脱
げ
は
新
米
こ
ぼ
れ
落
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

秋
耕
も
日
焼
田
な
れ
は
ね
ん
ご
ろ
に

日
焼
田
を
締
め
し
襟
た
こ
見
せ
合
う
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

運
動
の
た
め
と
日
毎
の
落
葉
掃
き

掃
き
終
え
し
手
元
に
ま
た
も
落
葉
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

珍
し
き
菊
咲
き
屋
根
を
さ
し
か
け
て

糧
運
ぶ
八
箇
峠
の
紅
葉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
　
史

鷹
の
湯
の
ぬ
る
で
紅
葉
に
埋
れ
お
り

登
り
つ
め
紅
葉
の
さ
か
り
岩
見
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

み
の
り
た
る
中
稲
の
中
を
葬
送
す

柿
も
ぐ
や
柿
に
ま
つ
わ
る
亡
父
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
　
舟

蒲
生
句
会

　
　
　
　
　
　
於
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
い
が

栗
の
実
の
毬
ば
か
り
な
る
寒
さ
か
な

晩
秋
の
山
を
背
負
え
る
未
熟
稲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
　
茶

灯
を
消
せ
は
大
月
夜
な
り
風
寒
し

木
枯
し
や
道
行
く
人
の
肩
細
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
双
　
蝶

熱
燗
や
　
き
ょ
う
も
坐
っ
浄
の
定
ま
れ
り

松
代
険
道
連
盟
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
優
　
勝

”
第
一
回
東
部
剣
道
大
会
ー

　
去
る
H
月
5
日
（
日
曜
）
松
代
小
学

校
屋
内
体
育
館
に
お
い
て
、
第
一
回
東

部
剣
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
代
町
剣
道
連
盟
チ
ー
ム
は
、
団
体

戦
、
個
人
戦
に
お
い
て
輝
か
し
い
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

㌔
団
体
戦
優
勝

　
松
代
町
剣
道
連
盟
チ
ー
ム

。
個
人
戦

優
勝
　
柳
　
茂
（
松
代
農
協
）

第
二
位
　
山
賀
賢
司
（
松
代
高
校
）

第
三
位
　
佐
藤
　
至
（
松
之
山
町
役
場
）

第
三
位
柳
　
久
（
松
代
町
役
場
）

　
尚
、
松
代
町
剣
道
連
盟
で
は
、
剣
道

教
室
を
開
催
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
松
代
町
役
場
の
関
谷
栄

治
ま
で
、
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
T
E
L
7
－
2
2
2
0
）

　
　
　
　
さ
　
ん
　
ま

村
に
入
り
秋
刀
魚
の
匂
い
く
ぐ
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

連
休
や
孫
に
ひ
か
さ
れ
柿
も
ら
い

稼
腸
の
花
に
し
は
し
の
歩
を
と
ど
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

赤
と
ん
ぼ
紅
葉
に
一
つ
影
お
と
し

銀
嶺
を
遠
く
望
み
て
木
の
葉
散
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紫
　
煙

晩
秋
の
窓
辺
も
淋
し
　
な
な
め
雨

窓
あ
け
て
刈
田
ひ
ろ
が
る
寒
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

　
　
　
　
　
く
り
や

茄
子
そ
の
他
厨
に
溜
め
て
妻
寝
込
む

新
米
を
検
査
す
る
眼
を
見
詰
め
る
眼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

　じら

み
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
ノ

草
風
　
飾
り
真
顔
の
犬
来
る

う
ら
カ
末
枯
れ
の
野
の
色
と
な
り
駆
け
る
犬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
ぢ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
席
題
　
　
柿
”

山
昏
る
る
一
樹
の
柿
に
陽
を
と
ど
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

山
里
は
柿
豊
か
に
て
小
粒
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

か
や
原
に
と
り
残
さ
れ
し
野
柿
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

干
柿
を
ス
ダ
レ
の
如
く
つ
る
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

柿
．
一
つ
真
夜
筆
稿
の
我
に
侍
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
ぢ

（9）



営
嘘

54年1月18～19日

会場　町総合センター

◎
観
覧
時
間

　
1
8
日
　
午
前
九
時
～
午
後
九
時

　
1
9
日
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時

◎
一
般
作
品
の
受
付

　
1
月
1
4
日
正
午
ま
で
に
町
総
合
セ
ン

　
タ
ー
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
部
門
は
小
・
中
学
校
の
部
と
高
校
・

一
般
の
部
で
す
。
高
校
・
一
般
の
部
は

規
定
は
な
く
自
由
で
す
。
ふ
る
っ
て
ご

出
品
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
作
品
は

終
了
後
お
返
し
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
作
品
は
最
善
を
つ
く
し
て
管

理
い
た
し
ま
す
が
、
万
一
、
破
損
よ
ご

れ
等
が
で
き
ま
し
た
と
き
は
補
償
で
き

か
ね
ま
す
の
で
お
含
み
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
ご
出
品
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

O
　
1
　
　
0
　
1
　
　
●
　
ー
　

●
　
ー
　
　
じ
　
ー
　
　
O
　
l
　
　
●
　
1
　
　
●
　
5
　
　
●
　
ー
　
　
一
　
ー

松
代
寿
ク
ラ
ブ
の
し
め
な
わ
作
り

今
年
も
た
く
さ
ん
注
文
を
う
け
、
一
生

懸
命
作
り
ま
し
た
。
こ
の
し
め
な
わ
が

正
月
を
飾
る
の
も
も
う
す
ぐ
そ
こ
で
す
。

嘲
月
七
日
（
日
）

於
　
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　
新
年
を
祝
い
、
同
好
者
の
親
睦
を
は

か
り
楽
し
く
一
日
を
す
ご
す
こ
と
を
目

的
と
し
、
参
加
第
一
、
勝
敗
は
二
と
し

ま
す
。

①
大
会
日
は
一
月
七
日
、
日
曜
日
午

　
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
し
、

　
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。
当

　
日
八
時
三
十
分
に
集
合
く
だ
さ
い
。

②
対
局
の
き
ま
り
は

　
△
勝
負
は
組
合
け
し
て
リ
ー
グ
戦
を

　
　
原
則
に
し
ま
す
。

　
△
勝
負
は
一
局
と
し
ま
す
。

　
△
段
・
級
位
の
明
ら
か
で
な
い
人
に

　
　
つ
い
て
は
開
始
前
に
全
員
で
協
議

　
　
し
て
決
定
し
ま
す
。

　
△
同
段
（
級
）
者
の
対
局
は
互
先
と

　
　
し
、
こ
み
は
四
目
半
と
し
ま
す
。

　
△
一
級
差
の
対
局
は
下
級
者
を
先
手

　
　
と
し
ま
す
。

　
△
二
級
差
以
上
は
一
目
宛
（
二
級
差

　
　
は
二
目
）
と
し
ま
す
。

③
参
加
由
㌃
込
み
は
1
月
6
日
ま
で
に

　
町
総
合
セ
ン
タ
ー
ヘ
。

　
　
　
　
　
（
T
E
L
七
ー
二
三
〇
一
）

⑳

松
代
高
校
五
位

　
　
　
（
3
3
校
出
場
中
）

記
録

二
時
間
二
十
八
分
二
十
二
秒

　
去
る
十
一
月
四
日
、
日
本
陸
連
公
認

新
発
田
市
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
に
お
い
て
、

県
高
校
駅
伝
競
争
大
会
が
実
施
さ
れ
、

県
下
三
十
三
校
、
二
百
三
十
余
名
の
選

手
が
全
長
四
二
・
一
九
五
㎞
を
七
区
間

七
人
に
よ
っ
て
争
い
合
っ
た
。
当
校
は

五
十
年
度
の
二
十
六
回
大
会
よ
り
四
回

連
続
出
場
を
果
し
、
一
昨
年
八
位
、
昨

年
四
位
、
今
年
五
位
と
地
道
に
努
力
し

そ
の
実
力
を
表
わ
し
て
来
た
。
マ
ラ
ソ

ン
は
ス
ポ
ー
ッ
競
技
の
白
眉
と
い
わ
れ

て
い
て
不
屈
の
努
力
と
忍
耐
力
を
要
す

る
も
の
で
あ
り
、
心
身
の
鍛
練
に
は
、

も
っ
て
こ
い
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。
そ

れ
に
何
と
い
え
ど
も
松
代
の
風
土
に
合

致
し
た
、
か
け
が
え
の
な
い
ス
ポ
ー
ツ

で
あ
る
と
痛
感
す
る
。
今
年
の
上
位
校

は
柏
高
、
柏
工
、
堀
の
内
、
小
千
谷
、

松
代
、
中
越
の
順
で
あ
る
が
、
現
実
魚

沼
柏
崎
両
マ
ラ
ソ
ン
水
準
の
高
い
地
区

に
は
さ
ま
れ
た
我
が
少
数
精
鋭
の
松
代

高
校
が
県
下
で
も
屈
指
の
こ
の
大
会
に

入
賞
を
果
た
せ
る
の
か
し
み
じ
み
と
考

え
さ
せ
ら
れ
る
点
が
大
い
に
あ
ろ
う
か

と
思
う
。
今
後
に
お
い
て
も
松
代
の
地

の
特
性
を
十
二
分
に
生
か
し
増
々
の
練

磨
に
励
み
た
い
。
そ
し
て
来
年
度
入
学

し
て
く
る
で
あ
ろ
う
新
人
の
中
に
も
優

秀
な
選
手
が
多
い
ゆ
え
に
、
小
中
高
と

積
み
上
げ
て
ゆ
く
教
育
成
果
の
一
端
と

し
て
も
今
後
よ
り
良
い
実
績
を
残
し
、

伝
統
を
築
き
上
げ
れ
る
と
思
う
。
ま
た

発
足
し
た
は
か
り
の
松
代
高
校
ス
ポ
ー

ッ
振
興
会
の
皆
様
に
対
し
て
も
面
目
を

多
少
な
り
と
果
た
す
こ
と
が
出
来
た
事

を
生
徒
共
に
喜
ん
で
い
る
次
第
で
あ
る
。

◇
出
場
選
手

主
将
－
宮
沢
篤
・
万
羽
琢
哉
・
南
雲
克

美
・
柳
健
・
柳
時
夫
・
関
谷
浩
好
・

鈴
木
正
志
・
上
村
家
一
・
五
十
嵐
保
・

樋
口
正
志
・
宮
沢
豊
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

山
岸
信
一
　
　
以
上
11
名

（
記
　
松
代
高
校
佐
藤
教
諭
）


